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厚生労働省医政局看護課調べ

看護職員就業者数の推移
看護職員全体 1,537,813人（平成24年）

看護師 246,083人
准看護師 244,588人

（昭和54年）

看護師等の人材確保
の促進に関する法律

（平成4年）

10年前 1,233,496人
15年前 1,065,306人

看護師

准看護師

保健師

助産師
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看護職員における就業者数の増加（平成２４
年）

新規資格取得者
約５．１万人

新卒入学者 約５．８万人

就 業 者 数 約 １５ ４ 万 人

潜 在 看 護 職 員
約 ７１ 万 人

離 職 等
約16.1万人 再 就 業 約１４．０万人

ハローワーク
ナースセンター
その他

約３．０万人 の 増 加※過去１０年間平均

※１ 新卒入学者（２年課程の入学者は除く）、新規資格取得者（２年課程の取得者は除く）、就業者数、再就業者数は厚生労働省
医政局看護課調べ

※２ 離職者等数は、就業者数に第七次看護職員需給見通しにおける退職者数／供給見通しの５年平均の数値を乗じたもの

※３ 過去１０年間（平成１５年～平成２４年）の看護職員の対前年比増減数の平均は約３．０万人である。

※４ 新規資格取得者（２年課程の取得者は除く）は、看護師約３．８万人、准看護師約１．３万人の合計である。

※５ 潜在看護職員数は免許保持者数から６４歳以下の就業者数を減じたもの（平成２２年末推計：厚生労働科学研究）

約５．１万人
約０．６万人
約８．３万人
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合計 １,５３７,８１３人

※ 看護職員とは保健師、助産師、看護師、准看護師の総称 厚生労働省医政局看護課調べ

看護職員※の就業場所（平成２４年）

保健所, 8,857人, 1%

市町村, 35,397人, 2%

病院, 944,640人, 61%

診療所, 320,800人, 21%

助産所, 1,850人, 0%

訪問看護ステーション, 33,649人, 
2%

介護施設等, 151,102人, 10%

学校等, 29,491人, 2% その他, 12,027人, 1%
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資格別看護職員の就業場所（平成24年）資格別看護職員の就業場所（平成24年）

厚生労働省医政局看護課調べ
4

保健所, 13.1%

市町村, 46.5%

病 院, 9.0%

診療所, 16.5%

介護施設等, 1.4%

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ, 
0.4%

学校等, 9.2%

その他, 4.1%
保健師

合計 57,112名

市町村, 2.0%

病 院, 62.4%

診療所, 25.1%

助産所, 5.0%

介護施設等, 0.0%

学校等, 4.1% その他, 0.4%

助産師

合計 35,185名

保健所, 0.1%

市町村, 0.6%

病 院, 70.9%

診療所, 15.8%

介護施設等, 7.1%

訪問看護ｽﾃ

ｰｼｮﾝ, 2.8%

学校等, 
2.0%

その他, 
0.7%看護師

合計 1,067,760名

病 院, 42.5%

診療所, 35.5%

介護施設等, 19.6%

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ, 
0.8%

学校等, 
0.4%

その他, 0.7%

准看護師

合計 377,756名



就業場所別看護職員数の推移
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看護師等学校養成

所・研究機関

事業所

居宅ｻｰﾋﾞｽ等

介護老人福祉施設

社会福祉施設
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介護老人保健施設

助産所

診療所

病 院

市町村

保健所

（人）

厚生労働省医政局看護課調べ
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看護師の年齢階級別就業場所の割合（平成２４年）
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出典：「衛生行政報告例」（厚生労働省統計情報部）
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出典：「衛生行政報告例」（厚生労働省統計情報部）
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看護職員の年齢階級別就業状況
（平成14年・24年比較）
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出典：「衛生行政報告例」（厚生労働省統計情報部）
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年齢階級別就業者数割合（看護師）
（平成１４年・２４年比較）

年齢階級別就業者数割合（看護師）
（平成１４年・２４年比較）

合計 703,913名

３０歳未満
34%

３０～３９歳
30%

４０～４９歳
23%

５０～５９歳
10%

６０歳以上
3%

平成１４年

合計 1,015,744名

出典：「衛生行政報告例」（厚生労働省統計情報部）

３０歳未満
22%

３０～３９歳
31%

４０～４９歳
26%

５０～５９歳
16%

６０歳以上
5%

平成２４年
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年齢階級別就業者数割合（准看護師）
（平成１４年・２４年比較）

年齢階級別就業者数割合（准看護師）
（平成１４年・２４年比較）

合計 357,777名

３０歳未満
20%

３０～３９歳
23%

４０～４９歳
29%

５０～５９歳
23%

６０歳以上
5%

平成１４年

合計 393,413名

出典：「衛生行政報告例」（厚生労働省統計情報部）

３０歳未満
7%

３０～３９歳
19%

４０～４９歳
28%

５０～５９歳
29%

６０歳以上
17%

平成２４年
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都道府県別にみた人口10万対看護師・准看護師数
（人）

全国
1,133.6

平成２４年

出典：人口については平成24年10月1日現在。出典：｢人口推計｣総務省統計局
：看護師・准看護師数は厚生労働省医政局看護課調べ
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平成２４年

全国
59.9

都道府県別にみた病院勤務看護職員数（病床100対）
（人）
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出典：病院病床数は｢病院報告｣（厚生労働省大臣官房統計情報部）
：病院看護職員数は｢病院報告｣（厚生労働省大臣官房統計情報部）

12



平成２５年３月

出典：看護師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査

都道府県別にみた卒業者数と県内の新卒就業者数及び割合

（人）

注①：「卒業者」は各都道府県内学校養成所の卒業者数のうち看護師・准看護師として就業した者
注②：「県外からの流入者」は各都道府県外の学校養成所を卒業し、当該県内で就業した者
注③：「看護師・准看護師として県内就業」は各都道府県内の学校養成所を卒業し、同都道府県内で就業した者
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看護教育制度図(概念図) 平成２５年

看護師国家試験受験資格

中学卒業

高等学校卒業

准看護師養成所･高校
243校

11,055人
（1学年定員）

４年制大学

218校
17,878人
（1学年定員）

養成期間３年の
養成所・短大

555校
28,051人
（1学年定員）

高校・高校
専攻科

５年一貫教
育校

77校
4,035人
（1学年定員）

養成期間２年の
養成所・短大等

193校 11,665人
（1学年定員）

保健師課程

助産師課程

3
年
以
上

※学校養成所数、１学年定員は平成25年4月現在 出典：「看護師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査」（厚生労働
省）

保健師・助産師国家試験受験資格

保健師養成所･大学院･短大専攻科 30校 937人

助産師養成所･大学院･大学専攻科/別科･短大専攻科 99校 1,720人
1年以上

29％
46％

7％

19％

平成２６年合格者数
看護師 53,495人
助産師 2,015人
保健師 14,970人
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高等学校卒業者と看護師・准看護師学校養成所新卒入学者の推
移

出典：高校卒業者のデータ 「学校基本調査」（文部科学省）
：看護師・准看護師学校養成所の入学者のデータ 「看護師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査」（厚生労働省）

注：看護師学校養成所入学者のデータのうち2年課程学校養成所は新卒者数データがないため２０歳未満（～１９歳）とした。
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国家試験実施状況及び合格率の推移（年次別）

試験実施 保健師 助産師 看護師

年 月 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

平成７年３月 2,679 2,562 95.6% 1,646 1,623 98.6% 42,532 40,822 96.0%

平成８年３月 2,893 2,842 98.2% 1,622 1,580 97.4% 45,600 40,927 89.8%

平成９年２月 3,309 3,063 92.6% 1,634 1,601 98.0% 49,774 43,317 87.0%

平成１０年２月 4,072 3,907 95.9% 1,649 1,463 88.7% 53,052 44,364 83.6%

平成１１年２月 4,798 4,575 95.4% 1,872 1,790 95.6% 55,404 53,821 97.1%

平成１２年２月 5,403 4,900 90.7% 1,763 1,697 96.3% 48,568 46,817 96.4%

平成１３年２月 5,876 5,465 93.0% 1,655 1,545 93.4% 48,332 40,625 84.1%

平成１４年２月 6,949 5,800 83.5% 1,713 1,513 88.3% 53,187 44,820 84.3%

平成１５年２月 8,147 7,454 91.5% 1,716 1,531 89.2% 53,680 49,714 92.6%

平成１６年２月 8,715 8,048 92.3% 1,761 1,694 96.2% 49,204 44,874 91.2%

平成１７年２月 9,134 7,440 81.5% 1,624 1,619 99.7% 48,299 44,137 91.4%

平成１８年２月 10,395 8,182 78.7% 1,600 1,570 98.1% 48,914 43,211 88.3%

平成１９年２月 11,140 11,029 99.0% 1,621 1,529 94.3% 50,766 46,000 90.6%

平成２０年２月 11,055 10,066 91.1% 1,722 1,690 98.1% 51,313 46,342 90.3%

平成２１年２月 12,049 11,773 97.7% 1,742 1,741 99.9% 50,906 45,784 89.9%

平成２２年２月 13,048 11,295 86.6% 1,901 1,579 83.1% 52,883 47,340 89.5%

平成２３年２月 14,819 12,792 86.3% 2,410 2,342 97.2% 54,138 49,688 91.8%

平成２４年２月 15,758 13,555 86.0% 2,132 2,026 95.0% 53,702 48,400 90.1%

平成２５年２月 16,422 15,766 96.0% 2,113 2,072 98.1% 56,546 50,232 88.8%

（単位：人）

厚生労働省医政局看護課調べ
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離職率比較
常勤看護職員と他産業 新卒者比較
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新卒看護職員

新規短大卒

新規大学卒

出典：新卒者は「新規学卒者の離職状況に関する資料一覧」（厚生労働省）
：介護職員は「介護労働実態調査」（（財）介護労働安定センター）
：看護職員は「病院における看護職員需給状況調査」（日本看護協会）
：女性一般労働者、医療・福祉・産業計は「雇用動向調査」（厚生労働省）

（％）

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

平
成
１
７
年

平
成
１
８
年

平
成
１
９
年

平
成
２
０
年

平
成
２
１
年

平
成
２
２
年

平
成
２
３
年

平
成
２
４
年

常勤看護職員
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医療・福祉

産業計

介護職員

（％）

17



看護職員として退職経験のある者の退職理由

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

その他

看護職員にむかなかったため

定年退職のため

キャリアアップの機会がないため

教育体制が充実していないため

責任の重さ・医療事故への不安があるため

夜勤の負担が大きいため

給与に不満があるため

休暇がとれない・とりづらいため

超過勤務が多いため

人間関係がよくないから

他分野（看護以外）への興味

他施設への興味

進学のため

通勤が困難なため

家族の健康問題・介護のため

本人の健康問題のため

結婚のため

出産・育児のため（主な理由３つまで）

（ｎ＝11,999）

出産・育児のため（22.1%）が最も多く、次いでその他
（19.7%）、結婚のため（17.7%）、他施設への興味（15.1%）

（％）

出典：「看護職員就業状況等実態調査」（平成２２年度）」（厚生労働省医政局看護課）
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現在就業していない看護師等が直近の就業先を離職した理由（複数回答）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

無回答・不明

その他

定年

昇進・昇格に不満

昇給に不満

患者・ケア対象者との関係が悪い

医療のIT化に適応が困難
通勤困難

手当額に不満

今後のキャリアプランに不安

リフレッシュ

福利厚生に不満

看護に興味が持てない・やりがいがない

給与額に不満

看護職としての他の職場への興味

進学・研修・留学

施設の将来性に不安

雇用者（施設側）の都合

医師との関係が悪い

夜勤・夜間対応の負担が大きい

業務改善の提案への対応に不満

看護の自律性・専門性が認められていない

教育・研修体制に不満

結婚

勤務時間が長い

雇用形態に不満

休暇が取れない

配偶者の転勤

看護職以外の職場への興味

パワーハラスメント

上司との関係が悪い

施設の看護理念・方針に不満

転居

家事との両立困難

同僚との関係が悪い

職場でのいじめや嫌がらせ

適性・能力への不安

責任の重さ

親族の健康状態・介護

医療事故への不安

時間外労働（残業）が多い

子育て

自分の健康状態（精神的なもの）

自分の健康状態（身体的なもの）

妊娠・出産

（人）

(N=727)

出典：「平成24年度都道府県ナースセンターによる看護職員の再就業実態調査」（日本看護協
会）
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現在就業している看護師等が現在の就業先で勤務を続けている理由（複数回答）

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

無回答･不明

その他

特に理由はない

近々辞める予定である

介護支援が充実している

今後のキャリアプランに不安がない

妊娠･出産支援が充実している

看護ケアに十分な時間をあてられる

施設の看護理念・方針に共感できる

育児支援が充実している

施設の将来性に不安がない

1週間程度の連続休暇が取得できる

年間休日総数が多い

自分が組織から良い評価を得ていると感じる

看護技術の向上が望める

福利厚生が充実している

教育・研修が充実している

医師との関係が良い

希望する看護専門領域をいかせる

年次有給休暇が取得しやすい

仕事に見合った給与額である

配属部署が希望通りである

他に適当な勤務先がない

上司との関係が良い

夜勤・夜間対応が少ない（ない）

時間外労働（残業）が少ない（ない）

同僚との関係が良い

雇用形態が希望通りである

通勤の利便性が良い

勤務形態が希望通りである

(N=4096)

（人）

出典：「平成24年度都道府県ナースセンターによる看護職員の再就業実態調査」（日本看護協
会）
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ナースセンター及びハローワークにおける職業紹介状況

出典：中央ナースセンター事業報告書
○有効求人期間は６ヶ月、有効求職期間は１年
○新規求職者数には有効期間（１年間）切れによる更新再登録数も含まれる。

出典：厚生労働省職業安定局「職業安定業務統計」
○有効求人期間及び有効求職期間は、原則としていずれも申込みを受理した日の翌々月の末日まで。
○有効求人数及び有効求職数は、各月の有効数を累計したものである。

ナースセンター 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

a 有効求人数 （人） 203,278 199,283 173,053 155,058 161,010 171,156 183,588
b 有効求職数 （人） 85,627 85,954 79,675 68,199 62,844 63,309 66,311
c 新規求人数 （人） 155,372 149,607 125,850 117,757 121,919 128,485 139,113
d 新規求職者数 （人） 66,183 65,094 58,062 51,478 47,845 49,378 51,038
e 紹介件数 （件） 27,561 25,023 21,193 19,818 18,482 18,092 18,205
f 就職者数 （人） 16,071 14,864 13,272 12,404 12,073 11,993 12,270
g 求人充足率 f/c（％） 10.3 9.9 10.5 10.5 9.9 9.3 8.8 

h 求職者就職率
f/d（％
）

24.3 22.8 22.9 24.1 25.2 24.3 24.0 

i 紹介成功率 f/e（％） 58.3 59.4 62.6 62.6 65.3 66.3 67.4 
j 有効求人倍率 a/b（倍） 2.37 2.32 2.17 2.27 2.56 2.70 2.77 
ハローワーク 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

a 有効求人数 （人） 1,069,165 1,079,111 1,047,083 1,125,504 1,186,649 1,229,564 1,203,392 
b 有効求職数 （人） 464,689 445,707 442,968 442,879 430,497 441,732 446,658 
c 新規求人数 （人） 376,939 380,196 370,407 397,812 419,416 430,672 420,837 
d 新規求職者数 （人） 129,289 125,185 122,679 122,018 116,643 119,716 121,555 
e 紹介件数 （件） 124,186 128,178 134,256 132,138 123,855 119,483 116,496 
f 就職者数 （人） 55,390 54,195 52,612 52,617 50,854 51,406 50,486 
g 求人充足率 f/c（％） 14.7 14.3 14.2 13.2 12.1 11.9 12.0 

h 求職者就職率
f/d（％
）

42.8 43.3 42.9 43.1 43.6 42.9 41.5 

i 紹介成功率 f/e（％） 44.6 42.3 39.2 39.8 41.1 43.0 43.3 
j 有効求人倍率 a/b（倍） 2.30 2.42 2.36 2.54 2.76 2.78 2.69 
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